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１主えがき

アオウミガメは小笠原の地域産業として、明治時代重要な漁業であったにもかかわらず、適

切な漁業管理が行なわれなかったため資源が枯渇して今日に至っている。小笠原水産センターでは

昭和４８年の開所以来、アオウミガメの資源回復の一環として生態調査、稚亀・親亀の放流試験を

行なってきたが、規模は小さく、むしろ漁業者の資源管理のための啓蒙を主眼としてきた。ところ
※

が、昭和５４年ワシントン条約批准の動きが出ると共に、ウミガメ放流の重要性がにわかに認識さ

れるに至り、水産センターで行なわれているアオウミガメ放流試験を見直す必要が生じたため、国

の助成を得て回帰率を高める手法を研究することとなった。

アオウミガメは水産生物として日本での評価は低いが、ヨーロッパ及び開発途上国における食用

的価値は他のウミガメ類中最も高く、食用以外に皮革、装飾用としても重要である。一方、アオウ

ミガメの飼料は未利用資源である藻類、腔腸動物、海綿動物が主体で、これらの摂餌により、人間

に高度の動物蛋白と装飾原料を提供する為、海洋を利用した粗放的な増養殖が可能となれば、将来、

魅力ある水産生物といえよう。

今迄の標識放流結果から見ても、今だ充分な結果を得ていないが、その回遊域は広く、一都道府

県で保護増殖できる生物ではなく、全国的な規模で対応されなければならないし、更に国際的協力

も必要である。

本報告では、アオウミガメ増殖研究の昭和５５年度の結果を載せたが、併せて小笠原産アオウミ

ガメの過去の漁業の歴史についても集録し参考に供する。

本試験研究について水産庁、外務省の理解ある援助と、東京水産大学名誉教授吉原友吉博士、高

木和徳教授の御指導を得た。又、現地漁業協同組合、小笠原村村民各位、東京都水産試験場技術管

理部、大島、八丈各分場の協力も得た事を記して感謝の意を表する。

、

※野生の動植物の絶滅のおそれのある種の国際取引に関する条約（昭和５５年４月２５日国会承

認、同１０月１日効力発生）
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調査研究結果および考察

）種苗生産

(1)採卵用親亀

本年はアオウミガメ親亀の来源が少なく、捕獲頭数は７４頭であった。捕獲場所は例年どお

り、母島が多い。捕獲状況を月別列島別に記すと表１のとおりで、６月の１０頭は禁漁期に特

別採捕したものである。 表１月別捕獲量

捕獲された亀の甲長及 数字は頭数、（内数値は重量(〃）
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(2)産卵行動

産卵は通常夜間に行なわれる。親亀別の産卵数、産卵回数を知る為、日没直前より調査員が

産卵場に待機し、あらかじめ前肢又は後肢に着装した標識により産卵に上陸する親亀の確認を

行ない採卵を観察した。この作業は親亀の産卵生態を知る上に重要なので、産卵期間中、調査

員が交代で観察した。産卵前、産卵中、産卵後の行動の観察および親亀及び卵の取り扱い等、

無燈火に近い状態でおこなった。

産卵行動を模式図で図４に示した。産卵期間は小笠原諸島では通常５月中旬～８月である。

今年の産卵期は５月～８月中旬で、最盛期は７月下旬であった。（図５参照）。

(3)採卵

①卵の形状

産出卵は卵殼が柔軟で、石灰質に乏しく、ほぼ真円、卵径・卵重は親亀の個体によって､多少

の差があるが平均卵径４３５～４６５cﾉﾂﾋﾞ､平均卵重４５２～559（いずれも１０個測定）である。

－５－
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異常卵としては楕円型卵や小型卵があり、稀に卵黄を欠くものもあった。

②採卵数

当センター産卵場で昭和５５年５月下旬～８月中旬迄の５ヶ月間に親亀２７頭のうち１８

頭を用いて、廷ぺ腹数５７腹から６０７１粒を採卵した。個体別の産卵回数、産卵数は表２の

とおりである。

産卵した親亀で産卵期間中最も多い産卵回数は６回、最低で１回、平均5.1回であった。

但し、親亀不明卵が７腹７８４粒あるので、７腹を入れると、採卵数６８５５粒、平均産卵回

数5.6回となる。

(4)理卵

①ふ化場

産卵された卵は、調査員により、すぐ採卵されふ化場に移される。

ふ化場は図５のとおりでふ化稚亀の逃亡を防ぐため地上部に囲いを設け、産卵巣として現

地の砂を入れてある。ふ化場の構造は地面に接して、こぶし大の礫を敷き、水はけを良くし、

その上に1ｍの深さに砂を入れる。天然における産卵では、通常親亀の体高約４Ｍzプラス

後肢の長さ約５０c〃の計７０c〃の深さに産卵されるので、余裕をもたせ砂の深さは１ｍとし

てある。（図６参照）。

水産センター付属蓄養池A)･産卵場(B)･ふ化場(C)平面図
・印：測温地点、地表下７０C加

一５－

図５

＝諺+砂
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図６ ふ化場断面図

表２ 親亀別産卵表

産卵日（月／曰）産卵数（個）親亀甲長

噸
－
５
１
６
５
２
５
６
５
６
１
２
４
１
２
２
２
４
４

Ｍ２（９７）

〃19（４９）

〃２(105）

Ｍ５(110）

〃21(124）

〃７(115）

〃１(151）

6／５（６７）

Ｍ６(102）

〃10（５６）

7/29(115）

7/15(102）

8／９（７７）

6/26(107）

〃１１(121）

〃50（９５）

6/50（９２）

〃１(108）

6/24(110）７／７(129）７１/17(155）７/50(114）９５．８c〃 ５７５

４９９８．１

6/17(109）

〃29(116）

7／８(107）

Ｍ９(151）

Ｍ４(129）

〃19（９８）

〃50(118）

二ｆｉＷ｡11122)型)幽)|:雪
９３．５

９６．２

９５．０ ２５１

５８０〃１(114）

〃24(155）

〃２(115）

Ｍ２(114）

１００．５

既l器l態l;1１
１０１．５

９５．１

９９６

８２１

６
５
５
７
１
９
０
６
６

５
５
２
７
９
４
０
５
７

２
４

１
２
２
４
５

Ｍ２(122）－－

〃27（９４）８／７(108）８/18(121）

８１９

９６．１

９０．６

〃1２（８４）

7/50(128）

〃12(105

〃15(105）

〃12（５０）

１０４．０

９Ｚ６

９０．７

〃26(114）Ｍ１(125）

〃24(115）印６(105）

８８．４

９２．２

計

６



②埋卵

ふ化場での埋卵は図７のとおり天然の産卵状況と同じくするため、掘る穴は深さ約７０ｃ〃

前後、直径２５～５０c〃とし、数段に卵を重ねて埋め、最後に砂の表面は軽く圧し、掲示板を

立てる。掲示板には、親亀識別、埋卵日、埋卵数、ふ化予定日を記載する。なお、ふ化予定

日２週間前には更に金網で埋卵個所を囲み、ふ化稚亀が逃亡しないようにする。

(5)ふ化

①ふ化日数と地中温度

ふ化に要する日数は、通常２

ケ月弱であり、主として地中温

度に左右される。ふ化に要した

地中温度（地表より１沈下、

毎日正午測定）は日平均

２９８５℃であった。各地点の平

均温度を表５に示した。最高値

は５２５℃（Ｃ地点８月５０日）

であった。このような温度変化

で４７～６０日平均５５日でふ

化した。なお、胎内卵では４７

日であった。

、’
、ジ

、

！

図７埋卵断面図

表５ふ化場地中温度

３～８

６／２０～８

Ｂ／１，

(地点は図５参照）
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②ふ化数

ふ化数は産出卵では４０７９頭、胎内卵では１５６頭、併せて４２１５頭であった。

表４ふ化率
ジ

光

］～９８．６

］～９２［

(5)ふ化箱利用ふ化試験

①目的

小笠原では戦前より砂中埋卵で人工ふ化を行ない、現在ではふ化率は向上して約８０％前

後にまで達した（昭和５５年）。しかし、この方法は平面利用であるため大きな設備（大量

の砂、設置場所）が必要であり、埋卵、ふ化、ふ化後の処理に労力を要し、非能率的である。

近年、海外ではふ化箱を使用して、アオウミガメ卵のふ化を行ない、好成績を上げており、

特に、この方法が天然産卵巣の保護として効果を上げている屯ようである。（MARＬＩＮ

１９７５、ＳＣＨＵＬＺ１９７５）。ふ化箱は積重ねがきくので立体的になり、砂の必要も少

なく効率的であることから、小笠原のように砂地の少ない場所では有効であると考えて試験

を行なった。

②方法

この試験はマリカルチャー社（ＭＡＲＬＩＮ１９７５）の方法を模した。各項目は次のとおり

である。

ふ化箱：ふた付の発泡スチロール製で外型は４０．４×５１．５ｘ２５９ｃ加、厚さ２６～２．８c〃、

内容積は２５１である。通気性を持たすため、径６mm１mの穴を各側面に７～１０個、

排水のため底面に２５個の穴をランダムにあけた。

採卵：天然産卵場のうち、従来ふ化率の悪い場所の産卵巣を発見し、巣内の卵をふ化

箱に収容した。

埋卵：ふ化箱の底に布を敷き、その上に厚さ２c〃の砂を入れて卵を１～５層に並ぺ、

８－



卵の上に布をかけ砂を厚さ２c厄かぶせる。埋卵には卵極を移動を極力避け、未発

生卵は除いた。

ふ化室：ふ化箱はふ化室の棚に静置し、箱内は随時点検し、砂は散水により乾燥を防い

だ。毎日１回１５時に室温と卵温の測定をした。

③結果

採卵期間：昭和５５年６月４日～７月１５日父島で５箇所１５巣、兄島で１箇所１巣で併

せて１４巣１５２７粒を採卵した。なお、センター内産出卵を比較のため１５巣１６２粒を用い

た。これらの結果を表５に示した。

埋卵は天然産出卵を１箱２９～１５９粒ずつ１５箱に収容した。センター産出卵は５５粒、

１０９粒と２箱に収容した。

ふ化率は、天然産出卵では９８５頭、７'５％、センター内産出卵では１２５頭、７５．９％で

あった。これらのふ化亀は卵殼を破った状態で腹甲に隅帯を有しているので、更に箱内に収

容することによって、腰帯が小さくなり、腹甲上には痕跡だけ残る状態になったものを脱出

可能な状態として、前者の屑帯を有するふ化と脱出に区分けした。

脱出数は、天然産出卵では７４４頭、６００％、センター内産出卵では７２．２％であった。

ふ化日数は天然産出卵では４６～５２日、平均５０２日（Ｎ＝５）。センター内産出卵では

平均４，０日（Ｎ－２）であった。

脱出日数は天然産出卵では５０～５７日、平均５４２日（Ｎ－５）。センター内産出卵では

５２，５５日、平均５２５日（Ｎ＝２）であった。従って、ふ化から脱出迄の日数は５～８日、

平均５２日（Ｎ－１４）を要することになる。

ふ化室の気温と卵温変化を図８に示した。箱内に収容された卵はふ化室内の気温とほぼ同

一傾向をたどるが、ふ化１０日前に５５℃前後に上昇する現象が見られた。

９－



表５発泡スチロール箱使用

'７

－１０－

採卵日 採卵地点
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日数
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アオウミガメ人工ふ化結果
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図８，N温の変化（１５時測定）

採卵場所：父島埋卵数：９０粒ふ化数：６２粒

瀧卵日採卵日

④論議
表６ふ化箱の仕様

ふ化箱によるカメ類のふ化は、実

験的には古くから行なわれているが、

量産的には近年アオウミガメについ

てケイマン島（ＭＡＲＬＩＮ１９７５）、

スリナム（ＳＣＨＵＬＺ１９７５）で行

なわれている。当センターでも小規

iiiFi~l孝r可
模左実験は去年行なったが、今回始めて大量に試験を試みたので、その結果について検討し

てみた。

ふ化箱はいずれも発泡スチロール製であり、箱の容積が異なるも（表６）、ふ化法には大

差ない。

一般的に、発生が進んで、胚が卵殼に密着後（１２時間）に、卵極を動かすと、致命的で

あるといわれている。今回､小笠原においての天然採卵はすぺてこの時期に当たるので、極

力、卵極の移動はさけた。次に、卵の採卵時期の問題であるが、図９に示したとおり、特に

ふ化率に対する影響はみられなかった。従って採卵時期を特に限定する必要はないようであ

る。ケイマン、スリナムの報告では、採卵時期については触れていないが、埋卵数とふ化率
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の関係について、スリナムでは卵数の少ない箱（５６粒）が、卵数の多い箱（７６～１８０粒）

よりふ化率が高くなると報告されている。そこで各箱別の埋卵数とふ化率を検討したが、は

っきりした関係は表われなかった（図１０）。しかしながら、埋卵数の多い箱（９５粒以上）

において、後期胚死亡率が高まることが認められた（図１１）｡卵は発生に伴左って自己発熱

し、ふ化直前には卵温が５５℃前後にも上昇する（図８）。後期胚死亡が起こるのはふ化直

前であるが、その時期の高温の自己発熱のため多くの卵の場合、高い保温性を持つ発泡スチ

ロール箱内では、致死的なさで温度が上昇するのが主な原因ではないだろうか。とすれば、

埋卵数を制限（約９０粒以下）すれば、解決できると思われる。

ふ化日数は小笠原水産センター（４６～５２日）ケイマン（主に４９～５６日）は、一致す

るが、スリナム（６４～６５日）とは差が見られた。スリナムのふ化箱のふ化日数は、砂中埋

卵による脱出日数（５４～６１日）よりも長くなると報告されているが、当センターにおいて

は、逆に短かくなった（砂中脱出日数平均５４日、小笠原水産センター）。

ふ化前死亡は卵内腐敗（発生初期死亡：未受精卵は埋卵時に除かれているので含されたい)、

後期胚死亡、その他（実験卵、輸送中の破卵、ネズミ食害）に分けられ、合わせて埋卵数の

２０．６％に当たる。
※１

ふ化後死亡はふ化死亡(ふ化箱中で死亡)､出ペソ死亡に分けられ、埋卵数の1249〔,｢である｡これに
※２

も、ネズミ食害は含まれる（表２）。ケイマンでの脱出率の向上（１９７２→１９７５）は主に

ふ化後死亡の低い事によっている。
※５

今回、小笠原でのふ化後の主な死亡原因は、稚亀の圧死である。これは箱を暗所に置くが、

箱内を暗くすることにより解決された。さた、ふ化前死亡については、埋卵数を限定（９０

粒以下）することにより防げた。更に後期胚死亡数の低下、ネズミ食害防止により、脱出率

はケイマン並に向上することができると思われる。

今後、小笠原での諸条件に合った適切なふ化管理技術が確立できれば、ふ化箱使用による

アオウミガメふ化は好結果が期待できよう。特に、ふ化率の悪い地域の天然卵保護に有効で

はないだろうか。

※１ふ化箱中より出し、別の箱で卵黄吸収中に死亡したもので、腰帯が腹甲中央上に飛び出してお

り、あたかも出ペソ状を呈する。体内の卵黄が吸収されるに従い、腰帯は消失し、天然ではこの

時期に砂上に這い出す。

※２ネズミがふ化箱の壁を破り、稚亀又は卵を捕食する。

※３昼間、ふ化箱に光が入り、稚亀は正の走行性があるため光に集さって、下積になった稚亀が圧

死したと考えられる。
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表７各地のアオウミガメふ化箱試験結果

実施年 ふ化日数

小笠原

アッセンンョン

スリナム

コスタリカ

アッセンンョン

スリナム

コスタリカ

スリナム

〃 JLJlJ「
１９８０

１９７２

〃

１，２４２

１６，７４６

２２５８２

１４，９２８

１２１０５

６５，４０４

１４，８０５

０
９
１
４
６
８
４

０
５
８
５
Ｚ
Ｚ
０
０
２

６
５
４
７
７
７
８
８
９

７４４

２０５２

１４２５５

１１，２６０

１４８１８

４２５４２

１１，８６４

１５ ４６～５２

４５～６０

主に
４９～５６

〃 〃

１９７５

〃

〃

１９７２

〃

〃

〃

〃

２１

５０

６５

６４1，６８０ 1，５１２

－１５－



本年度は蓄養した稚亀２７頭から６４腹６，８５５粒、屠殺した雌亀から胎内卵２腹、１５８粒

を採卵、また天然産卵場より１４腹１２４２粒を得た。

ふ化方法は従来のふ化場の砂中に理卵する方法を主に、一方、効率的なふ化箱（発泡スチ

ロール製）を用いる方法を実験した。その結果、計５，０２５頭のふ化稚亀を得たへ埋卵数、ふ

化数ふ化率等について表８に示した。但し､ふ化後、砂中に取り残された状態､さたふ化箱で腰帯吸収

の終了したい状態で死亡した稚亀を区別するため、砂上に脱出したもの、屑帯吸収後のもの

を脱出数及び脱出率として示した。５，０２５頭のうち、４，０１５頭（父島２０４９頭、母島１９６４

頭）を放流し、残り９５７頭は飼育試験用とした。（５５頭は放流前に死亡）。

表８埋卵数、ふ化数、ふ化率他

６２２％

３６

６ＵＬ

※１当センター産卵場にて産出された卵。以下産出卵と称す。

※２４０．０％と低いのは、－腹１４６粒が全て腐敗したため。

２）故流

（１）放流サイズと地域別放流数

ふ化稚亀５，０５２頭のうち、４，０１５頭（父島２，０４９頭、母島１，９６４頭）をふ化後１週間内に

放流した。残り９５７頭はサイズ別放流の比較検討材料として飼育を行った。なお放流前に死

亡したものが５５頭あった。放流の詳細は表９に示したとおりである。
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表９ふ化稚亀の地域別放流数

父 島 母 島

放流月日

８／１１

２０

２４

２６

２９

９／２

４

１５

１６

１７

１８

２５

５０

１０／１５

計

放流場所 放流頭数 放流月日 放流場所 放流頭数

５００頭

i１１
１:Ｉ
２６９

小 港

〃

〃

頭８
２
２
０
５
７
８
９
６
６
２
６
０
８

４
６
５
５
６
５
５
８
５
５
１
４
５
０

１
５
１
１
４
１

２
１

８／１９

２９

９／９

１４

２１

１０／１

９

〃

〃

〃

〃

水産センクビー前

小港

水産センター前

〃

小港

大村海岸

小港

計2，０４９ 1，９６４

図１２放流地点（・印）
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(2)放流、回帰に関する考察

ここでは捕獲頭数と放流頭数の資料から、放流及び回帰の意義について考察を加えた。用い

た資料は明治４５年から昭和９年迄の放流、及び大正８年から昭和１４年迄の捕獲統計である。

表１０－１，１０－２からもわかるように、５年前、６年前、７年前、８年前の放流数と捕

獲数の相関係数は０．５７５，０２８８，－０５９４，－００７９であった。この結果を見る限りでは、

アオウミガメはふ化してから５～６年で回帰している可能性がある。今、アオウミガメの成長

曲線（内田１９６７）にｔ－４として代入してみると、ＬＡ÷８Ｚ８ｃｍ、ＬＢ÷８２９ｃｍとな

り、アオウミガメにおいては充分、産卵可能な甲長である。ここでアカウミガメの成長曲線を

用いたのは、過去の実測値からアカウミガメと同程度の成長を示していること、またふ化時及

び半年後の甲長においてアオウミガメの方がやや大きいことなどにより、小さく見積る心配は

ないものと考えたからである。しかし、２１年間におよそ５２，０００頭を放流してはいるが、小

笠原における漁業としてのカメ漁そのものが、一般漁業と同一に考慮できたい面（具体的には

捕獲の大きさが非常に小さいこと、捕獲努力に関するデータの不足など）があり、この段階で

の放流数と捕獲数の間には誤差がかなりあるものと推定される。単に結果としてみるならば、

小笠原産のアオウミガメでは、年平均１，５００頭前後の放流では５～８年後の捕獲に影響を与え

るほどではないと言うことができよう。

Ｐ
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暦。
ガメの増殖経過と実績

倉田洋二広瀬泉

アオウ

、
、
、

１はしがき

海洋における動物蛋白として鯨類、食肉類（オットセイ他）に次ぐものは爬虫類の海亀類である。

これらの海亀は５種類を数えるが、なかでも食用として最も利用度の高いのはアオウミガメＣｈｃ－

ｌｏｎｉａｍｙｄａｓ（Ｌｉｎｎａｅｕｓ）である。本種の増殖を世界に先駆けて人工ふ化放流事業を長期間

行なったのが戦前の東京府小笠原島庁である。しかしながら、不幸にして第二次世界大戦はこれら

の偉業を中断し、かつ戦後、小笠原諸島が米国に帰属するところとなり、返還に至るまで実に２８

年余、これらの諸島のアオウミガメの増殖対策は卵の保護のみにとどまって、何ら積極的な増殖対

策は行なわれなかった。ひるがえって諸外国をみるに東南アジアでは、マラヤ州のオサガメ、ボル

ネオのサラワクのアオウミガメ、日本の四国のアカウミガメ等のほか、大西洋カリプ海のアオウミ

ガメ等、卵の保護、人工ふ化放流等が行なわれている。日本におけるアオウミガメの最大の産卵場

であり、捕獲地でもある小笠原諸島では戦前.以上の積極的な増殖対策を樹立し、資源保護を講じる

ことは海洋における動物蛋白の増加を計るもので人類のために極めて重要なことであると考える。

ここでは過去の人工ふ化放流の経過と実績を整理して今後の問題点について述ぺる。

２漁業の歴史

１）漁業と保護

小笠原諸島における漁業と保護の経過を表１１に示した。詳しく述ぺれば次のとおりである。

寛文１０年（１６７０）、阿波国（徳島県）海部郡浅川浦水生の漂流民、安兵衛ほか２名は小笠

原に流れつき、島に上って亀を捕獲した。帰国後の安兵衛の口書によれば、「前略島の様子を

見と存じ、あたりを歩き候へば亀磯にあがり居申候故捕えて潮煮に仕給申侯、散々草臥申に付き

十日計り休み申し其内亀をとり食物に致し罷在、次第に力つき………云々」と、これは産卵に上

った亀を捕獲したものであろう。天保元年（１８５０）に至り、欧米人が移住後、安兵衛と同様、

場り亀を捕獲していたが、チャールズ・ジョンソンは蓮葉桐で叶船を造り、沖亀の捕獲を開始し

た。当時は亀の来源は頗る多かったが、各人が自家用とし、５０頭以上の漁獲を禁じていた。た

だし、捕鯨船の出入に際しては制限なく捕獲した。

文久元年（１８６１）、幕府の巡検･使、水野:筑後守は二見港内で対話したが、セポレー、ジョー
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メウェプ等が亀のことに触れている。「沿岸に踞して之を補う、其産卵期に際しては二見港内、

大村、清瀬、奥村、扇浦其他至る所の砂浜はアオウミガメを以て被はる▲の状況にあり……云々」

と、降って明治９年以降、移住者が増加し、内務省出張所も亀捕獲を奨励した結果、多い年では、

５０００頭に達したというが、同１５年には１８５２頭に減少、以後次第に減少するので、同１６年

初めて産卵期の場り亀（産卵の為、陸に場る雌亀）の捕獲を５ヶ月間禁止した。後に卵子の捕獲

も５ヶ月間（５／１５～８／１５）禁じた。同１８年産卵期の禁漁を１５日間延し、５５ケ月と

した。同２６年には捕獲禁止地域を設け、併せて夜間の捕獲を禁止した。同２６年には更に地域

を変え、更に禁漁期間を１ヶ月間とした。次第に厳しくなる亀保護政策に対し捕獲量は漸減傾向

を示し、やがては幼亀（ウェントル）までも捕獲するようになったので、同５１年、今迄の規則

を廃止し、小笠原島沿海カメ捕獲取締規則を定めた。

このような保護制度を設けたにもかかわらず、島民の貴重な動物蛋白として重要な位置を占め

ていることと、多くの島々があるために監視も効かず、密漁が後を絶たぬようであった。その後、

２，５の罰則を再三改正して厳しくしたが、亀の来滋量は次第に減少し、捕獲数は５６年１５１頭

に減じた。翌５７年〈５８年には各９７９頭、８１４頭と増加したが、同５９年には再び５４５頭に減

少し、遂に積極的に亀蕃殖を図るため、翌４０年に父島清瀬に１４０坪の飼育池を造り、親亀を収

容し、産卵きせ稚亀の蕃殖試験を開始した。同４５年亀人工孵化飼育を開始した。供試親亀は４２

頭、産卵数は５５５６粒、孵化数１２５６頭で、このうち１００頭を明治４４年２月９日初めて放流

した。残余の１００頭は２月末の強風浪により、飼育池の一部が欠壊し逃亡したというから、実

際には２００頭が放流されたことになる。以後、昭和１５年まで人工孵化放流事業は継続された

が、この間、大正１５年更に取締規則により、保護強化を図ったが、明治時代の乱獲がたたって

か、或は海亀という広大な海洋を回源する水族であるが故に－地域における保護規則だけではそ

の資源維持ができないためか、資源は回復するには至らず、昭和６年には２００頭を下廻り１１０

頭となり、以後同１５年の１５７頭を除いて１００頭以下に減少した。
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表１１アオウミガメ漁業の歴史

業漁項目

保 護

捕獲頭数年度 その他

漂流民安兵衛他２名小笠原に漂

着し、亀を捕え食し、帰路干亀肉

を作り兵糧とした。

沖亀の捕獲開始､ﾁｬｰﾙｸｽ・ジョン

ソンはカヌーを作り沖亀捕獲に従事。

寛文１０年

１人５０頭以上の捕獲を禁止、規

約に反するものは答刑。

天保元年

乱獲のへい害見え始む（住民増

加による）。

天保

１２．１５年

文久年間 主として揚亀を捕う、産卵期に

は二見湾内の至る所カメに被わる。

|議凹
邦人亀捕獲を開始、捕獲法向上

のため一頭につき、－金２円を下

付。

明治

９～１２年

カメ人工ふ化試みる。

捕獲従事者、父島５０～６０名、

母島４０～５０名。

カメ人工ふ化試みる。

内務省出張所長カメの孕卵を

とり砂に埋没せしめ博物館に寄贈。

〃１５年 捕獲頭数頗る多く、至る所の海

浜に屠殺の甲累々とせり。

（明15.45訓令甲第１６号）

カメ屠殺は海浜又は飲用水外の

暖流を用い、甲、内臓は水中に投

じ、清掃夜明前に終了のこと。

1，８５２

〃１４ 1，４４０

〃１５ 1，５２０

（１６６７訓令甲第１６号）

禁漁期間内に種亀の無いもの出

願により捕獲許可。

（１６６．１８訓令甲第２２号）

種亀の貯え無き屯の５頭まで出

願により許可。

（明16.525訓令甲第１５号）

揚亀の捕獲は５月１５日～８月１５

日の５ケ月、５ケ年間禁止（１６～

１８年）。

（16.6.7訓令甲第１６号）

１５号に併せ卵子の捕獲も禁止。

1，５６２〃１６

－２４－



項目 漁 業
保 護

年度 その他

（１６７１６訓令第２０号）

捕獲鑑札制度を定む。

（１６６２１訓令甲第24号、２５号）

亀所有者は頭数申告し、以後売

買は双方共出ること。

雇人の亀捕獲を許可（但し雇主

の鑑札を所持）

但し、出願者の雇人は亀捕獲を

禁止。

明治１６年

９７

〃１７

〃１８ （１８１０２１訓令甲第６５号）

カメ及卵子の捕獲を5／1ﾍB/５１

毎年禁止。

1，１１５

〃１９

〃２０

〃２１

〃２２

１６７８

夜間亀の捕獲を禁止（小笠原諸

島）

（２２６２０東:京府令第９７号）

兄島、平島の海浜１０町以内毎

年５／1～8／５１まで、カメ及卵子

の捕獲禁止、１８年甲第６５号廃止。

７８５

１４９６〃２５

〃２４

〃２５

明治２６年 ２６年１０月、陸上漁業期間短縮

請願（８／１５～5／５０）

（不許可）

（26.6.9府令第５５号）

父・母島列島周辺１０町以内及

二見港内に於て毎年４／1～8／５１

までカメ卵子の捕獲禁止

府令９７号廃止

1，０１１

－２５－



項目 漁 業

保 護
年度 捕獲頭数 その他

獲乱ルトンエウ

１
－
１
ト
ー
－
Ｊ

〃２７年

〃２８

〃２９

〃５０

９５２

1，５２９

1，５９２

５０年２月ウエントル捕獲禁止

請願。

(５１５２２府令第１８号）９９７

カメ捕獲の免許制度、ウエント

ル捕獲禁止。

父・母島カメ捕獲業組合規約作

成。

〃５１ 小笠原沿海カメ捕獲取締役規則

定む。

１～７条（府令第５５号廃止）

（主要項目）

1．陸上亀毎年４／１５～6／１５捕

獲禁止

２卵子及ウエントル（腹甲２尺

以下）捕獲禁止

5．違反者の拘留叉は科料

（組合規約）５／２８～6／１５

沖亀捕獲禁止、明５１～５６年、

毎年２０頭幼稚亀の標識放流

（５５１２９府令第５６号）

府令１８号改正

1，５０５

〃５２

〃５５

〃５４

〃５５ 銘によるカメ捕獲禁止。

鑑札の貸借、譲渡は罰金（１０

円以下）

違反者の漁獲物漁具没収

許可取消者は満２ケ年許可出願

を得ず。

1，５９１

(主要項目）

捕獲期間毎年６／1～8／５１

明治５６

〃５７

５８

〃５９

〃４０

１５１

９７９

８２４

５４５

２９５１４０年２月父島カメ捕獲業組’（４０５４府令第５５号）

－２６－



項目 漁 業
保 護

年度 捕獲頭数 その他

合解散

４１年２月母島カメ捕獲業組

合解散

府令第１８号改正

蕃殖場を清瀬に築造（１４０坪）

（４５．２５府令第６号）

府令第１８号改正

人工孵化場、稚児養成試験池を

清瀬に築造、初めて人工孵化放流

（１００頭）以後昭和１５年迄事業

継続。

年１
２
５
４
５

４
４
４
４
４

〃
〃
〃
〃
〃

５７０

５８６

２８１

６９６

１１８

正大

２４９

２２９

１６７

４８２

５４２

９５

６１

２９１

５１９

２２２

５２

１６２

７１

(１５Ｚ２４府令第８８号）

府令第１８号改正

１６０

１５０

１９０

１６５

２０５

１１０

１５７ １５，７５０Ａ７１５，７５０Ａ７

－２７－



業漁項目
保 護

その他年度

昭和８年

９

１０

１１

１２

１５

１４

１５

１６

１２０５８

５６）

１６４５１５７）

５４５

７１０

（）内はＡ７から頭数を逆算、１尾平均１２０A７（昭和７～１１年の平均）

東京府令第１８号明治５１年５月２２日

小笠原島沿海緑蟷亀捕獲取締規則左ノ通り相定ム

但シ明治２６年６月東京府令第５５号ハ此ヲ廃止ス

東京府知事子爵岡部長職

第１条小笠原島沿海（附属島嘆を含ム）二於テ緑蠣亀ヲ捕獲セントスルモノハ左ノ資格ヲ有

シ現二居住スルモノニ限り島庁二出願免許証ヲ受クペシ

１本島二本籍ヲ有スルモノ

１本島二満１箇年以上寄留スルモノ

第２条免許証ヲ受ケタルモノハ出漁ノ際必ズ之ヲ携帯スベン免許証'､之ヲ貸借スル事ヲ得ズ

第５条免許人ノ移動'､左ノ手続二依ル可シ

１免許人改姓名又ハ転居シタル時ハ免許証ノ書換ヲ出願スペシ

２免許人死亡シタル時'､其相続人ヨリ免許証ヲ返納スベン若シ相続人ニシテ引続キ捕獲

ヲナサントスル時へ免許証ノ書換ヲ出願ス可シ

５免許証ヲ紛失シタル時へ其手続ヲ具シ再渡ヲ出願スベシ

４免許人第１条ノ資格ヲ失う時其他事故アリテ捕獲ヲ廃止スル時'､免許証ヲ返納スベシ

第４条陸上ノ緑蝋亀'､毎年４月１５日ヨリ６月１５日迄デ之ヲ捕獲スルヲ禁ズ

緑蝋亀ノ卵子及ピ其腹甲縦径２尺以下ノ緑蝋亀（方言うえんとる沢､捕獲スルヲ禁ズ

第５条学術研究等ノ為メ捕獲禁止期間ノ緑蝋亀並二卵子又ハうえんとるヲ捕獲スル必要アル

－２８－



時ハ島庁二願出許可ヲ受ク可シ

第６条第１条ノ免許又'､第５条ノ許可ヲ受ケズシテ捕獲シタル者及ピ第２条第４条二違反

スル者ハ２日以上１０日以内ノ拘留又ハ２０銭以上１円９５銭以下ノ科料二処ス

第７条前条二依り処罰セラレタル者'､価チ其情況ニ依り免許ヲ取消ス事有ル可シ

東京府訓令甲第１５号明治５１年５月２１日

今般東京府令第１８号ヲ以テ其島沿海緑蠣亀捕獲取締規則発布二付キ左ノ通り相心得ペン

東京府知事子爵岡部長職

１緑蝋亀捕獲免許ヲ出願セルモノアル時'､規則第１条二依り資格ヲ調査シ免許ノ手続ヲナス

ベン

１免許証'､木製ニンテ左ノ雛形二依ル

但シ免許証ハ出願人ヲシテ自費之レヲ調製セシメ島庁'､之レガ調印ヲ輿フルモノトス（免

許雛形省略）

１規則第５条二依り出納シタル免許証ハ島庁二於テ消印スルモノトス

１島庁二緑蟷亀捕獲免許人台帳ヲ備へ置キ免許人ノ身分住所姓名年令並二免許年月日ヲ詳記

スペン

１毎年１１月限り緑蠣亀捕獲免許人名簿ヲ製シ当庁へ報告スベン

東京府令第８８号大正１５年７月２４日

小笠原島緑蟷亀漁業取締規則

第１条小笠原島沿海二於テ緑蠣亀漁業ラ為サムトスルモノハ小笠原支庁長ノ許可ヲ受クペシ

前項ノ漁業ヲ許可シタルトキハ鑑札ヲ下付ス

第２条緑蟷亀漁業ハ左ノ各号ノ１二該当スルモノニ非サレハ之ヲ許可セス

１小笠原支庁管内二本籍ヲ有シ且ツ現二居住スルモノ

２小笠原支庁管内二１ケ年以上寄留シ且ツ現二居住スルモノ

第５条第１条ノ願書ニハ左ノ事項ヲ記載スペシ

１漁業の名称

２漁業ノ場所

５漁業の時期

４許可期間

第４条漁業老ニシテ緑蝋亀漁業ヲ為ストキハ鑑札ヲ携帯スベシ

－２９－



第５条鑑札ハ相続譲渡質入又ハ貸付スルコトヲ得ス

第６条第２条ノ資格ヲ喪失シタルトキ、漁業ヲ廃業シタルトキ、又,､許可期間満了シ若クハ

許可ノ効力消滅シタルトキハ十日以内二鑑札ヲ添付シ小笠原支庁へ届出スベシ

漁業者死亡シタルトキハ戸籍法二依ル届出義務者ヨリ其ノ手続ヲ為スヘシ

第７条左ノ各号ノ’二該当スルトキハ事由ヲ具シ鑑札ノ再下付又,､書換ヲ申請スヘシ

１鑑札ヲ亡失シタルトキ

２鑑札ヲ設損シ又ハ記載文字ノ不明トナリタルトキ

５住所氏名二変更ヲ生ジタルトキ

前項第２号ノ場合二於テハ願書二鑑札ヲ添付スベシ

第８条緑蝋亀ハ緑蝿亀漁業ノ許可ヲ受ケタルモノニ非サレハ之ヲ採捕スルコトヲ得ス

第９条緑蠣亀漁業ノ許可期間ヲ十ヶ年以内トス

第'0条許可期間更新ノ許可ヲ受ケムトスルモノハ期間満了ノ日ヨリ１ケ月前二願出ツベシ

第11条緑蝋亀ノ産付シタル卵子並腹甲縦径２尺以下ノ緑蝋亀ヲ採捕スルコトヲ得ス

第12条緑蟷亀ハ左記期間採捕スルコトヲ得ス

６月１日ヨリ７月５１日マデ

第'5条養殖、学術、研究其他特別ノ理由ニ依り禁止期間中二緑蟷亀ヲ採捕セムトスルモノ又

ハ制限禁止シタル卵子並緑蟷亀ノ採捕ラ為サムトスルモノハ小笠原支庁長ノ許可ヲ受ク

－、，／

第14条第１条二依り許可ヲ受ケタルモノ緑蠣亀ヲ採捕シタルトキハ小笠原支庁又ハ小笠原支，

庁母島出張所へ届出テ検査ヲ受クヘシ

緑蝋亀'､検査ヲ受ケタル後二非サレハ売買譲渡其他処分スルコトヲ得ス

第15条第１条、第５条、第８条、第１１条、第１２条及第１４条二違反シタルトキハ４０円以

下ノ罰金二処ス

第16条第４条、第６条、第７条及第１３条二違反シタルトキハ２０円以下の科料又ハ拘留＝

処ス

第17条第１条、第８条、第１２条及第１４条二違反シタル場合二於テハ漁獲物及漁具ヲ没収

ス但シ漁獲物ノ全部又ハ１部ヲ没収スルコト能ハサルトキハ其ノ代金ヲ追徴ス

附則

本則ハ公布ノ曰ヨリ施行ス

本則施行前許可ヲ受ケタルモノハ本則ニ依り許可ヲ受ケタルモノト看倣ス

第18条

第19条

－５０－



2） 漁獲丑の変遷

明治１９年（１８８６年）以降の小笠原諸島の漁獲量の変化を図１５，表１２に示した。来源量の

増減かあって、年変動はかたり差があるが、大きく２時期に分けることができる。即ち明治１５

～５８年で平均漁獲量１１５５頭時代と、明治５９～昭和１１年で平均漁獲量２１９頭時代である。

Ⅲ
Zｊｒ

０ ０〃
漁
獲
頭
数 |，

jpD

､題T7； 蝋‘”愈型ﾕタｊＯﾌグｇｏ湾」聖３‘の

図１５アオウミガメ漁獲高の変動

増殖事業

1）増殖事業

明治１０年７月初めてアオウミガメの孕卵をとって人工ふ化を試みたという。以後、

５

明治１０年７月初めてアオウミガメの孕卵をとって人工ふ化を試みたという。以後、産卵亀、

卵、稚・幼亀の保護等、体長、時期の規則をもうけて保護を講じたが漁獲量は年々減少する一方

で特に明治５９年以降著しい不漁時代が続き、遂に積極的増殖方法の必要性を感じ、大正２年よ

り人工ふ化放流を開始した。以後、昭和１４年までの廷２９年間に総数５８，９７１頭を放流した。こ

れらの経過を図１４，表１２に示した。

－５１－



採卵材料は主として親亀が陸上の砂中に産卵埋没した卵と洋上で捕獲した親亀を飼育池に入れ

て自然産卵した卵及び屠殺の時に得られた孕を集めた。これらの卵はふ化場に収容し、自然ふ化

後一定期間飼育し、外敵から一応防げる大きさにしてから放流した。

夕Coo

４０００

ヌ0００

ﾊス ハ
2．０００

〆）０
◎

０ゆ
放
流
数 ▽

騨歪２， ’ﾗ霜ラ
ノＯ

図１４標識放流頭数の変ｲヒ

１０ Ⅳ
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表１２アオウミガメ人工ふ化放流経過

ふ化数 放流地・その他

兄島滝の浦（４４２．９）

'１J
兄島滝の浦（２１１９）

〃

〃

５１６

４４５

２，５０６

５，２４１

４２８

６７４

兄島滝の浦

二見港内

〃体重１５１

〃（関東大震災）

〃

〃

〃体重５Z５１

〃 〃

■■
二見港内

〃

〃

〃

〃

〃体重１１２．５？

〃 〃

体長８～Wjiz

l75二見港体長15~18cjiz
280南島体重150~ﾉ150牙

－５５－



2）標識放流と経過

大正２年人工ふ化を試みると同時にふ化した稚亀５１６尾中２００尾の背甲尾端に穿孔し、白金

線を用いてエボナイト（巾５分長さ６分）標識（図１５）をつけ放流したのが初まりで、以後７

年間中断したが、大正１０年から再び標識放流を開始し、昭和１４年までに延１８回、１０，７７９頭

を放流した。標識方法は背甲周辺及び手足内側に三角形の切込み、又は穿孔を行なったが、これ

らの位置は年毎に異なる場所を選んだ。各年の標識放流数は表２に、標識位置は図１６に示した。

なお参考迄に今回初めて筆者らのおこなった標識方法を図４に示した。

Ｎｏｖｏ９ｔｈｌ９］３

○
ＢｏｎｉｌｓｌａｎｄｓＪａｐａｎ

○Ｎ。｡｡．．

図１５標識様式

5）採捕事例

（１）戦前の事例

戦前の採捕事例を表５のＡに示した。採捕尾数は５２尾、再捕率は０５％となる。また、再捕

までの経過日数は最少２年５ケ月、最長１５年である。

（２）戦後の事例

戦後の再捕例を表５のＢに示した。再捕尾数は５尾で戦前の再捕尾数５２尾を併せると５５

尾で再捕率は０５１％となる。

－３４－
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図１６放流年別標識部位及び放流数
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４生活史

１）回滋

小笠原諸島及び日本近海における従来の捕獲記録を図１７に示した。アオウミガメは広く洋上

を回滋し、その分布は汎太平洋に及ぶが日本近海では、北は北海道から日本海、朝鮮の仁川、太

平洋側では岩手以南の九州の各所、奄美、高雄、膨湖島に達する。また、時に小笠原諸島～伊豆

七島に多い。これらの採捕地と日本近海流図と併せてみると真に興味深い。特に日本近海におけ

る唯一最大の産卵場である小笠原諸島を中心として眺めると、アオウミガメの回iij学経路、即ち生

活圏が推察できる。

従来の記録や筆者等の長年の観察によると伊豆七島にはアオウミガメは周年生息し、特に夏季

に多く発見捕獲される。これらの亀は甲長４０～６０clVZの未成熟な小亀と甲長１，余に達する亀も

多く、いずれも伊豆七島の豊富なテングサ類を餌料としている。小笠原諸島父島周辺で放流した

子亀が２．８〃jiM北の鳥島や１，５００伽離れた宮城県沖で再捕された事例からみて明らかに小笠原近海

を索餌回源することが判る。

近年、内田（１９６８）はアカウミガメの２才亀（甲長４０c〃）の標識放流を四国沖で実施し、

そのうち２尾が９０日余を経て１，２００腕へだてた宮城県沖で再捕されたことを併せて考えるとア

オウミガメとアカウミガメの一部回源範囲の類似性が立証されよう。また、アカウミガメは日本

本土の太平洋側の随所で産卵するが、アオウミガメでは全く日本f本土において産卵しないことは

興味ある事実である。小笠原近海の回隊では、父島、母島、聟島列島近海での再捕から未成熟な

小亀の回滋や、あるいは成熟した親亀が産卵に回源することが明らかであり、これらの産卵前の

交尾、産卵のための接岸が南から順に母島、父島、聟島列島と次第に北上し捕獲される。図１８

に見られるように父、母島における月毎のカメの捕獲頭数の変化からこれらの事実が裏書きされ

る｡即ち、母島の方が父島より１句早く、２月上旬より捕獲が始まりピークは４月の上旬である

が、父島では２月中旬より始をDピークは４月の下旬である。さた漁期間中ほとんど雄亀が雌亀

より多〈捕獲されるが、終漁期は雄が少なくなり雌が急､増する。友i尾期が終ると雄は沖合に去り、

雌は産卵に接岸し、容易に捕獲の対象となるからであろう。
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Ｘ再捕地点(標識放流）Ｏ捕獲地域 ○放流地域

図１７日本近海におけるアオウミガメの分布と海流模式図
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表１５アオウミガメ標識放流再捕一覧

Ａ戦前の事例

体型
経過年数 放流年位置年月日

■
C加 Ｃ〃

７８

７４

７０

７５

５８５５

８４

７４

７１

７４

７７

４０５５

４２

７１

６９

７８

７７

６５

６９

Ｃ加

１０８

１０５

１００

９９

４４

１１０

１０４

９８

１０５

１０５

４４

９年

８年

８年

８年

満４年

１０年

９年

８年

１０年

８年

約１年９ケ月

２年５ケ月

１０年

８年

９年

大正１０

〃１１

〃

〃

大正１５

〃１０

〃１１

〃１２

〃・１０

〃１２

父島沿海

父島近海

”初寝浦

聟島沿岸

宮城県荻浜村

聟島沖合

〃

南島海岸

辰己東海岸

兄島海岸

父島沿海

鳥島沿海

父島二本岩沖合

”袋沢沖合

〃東島

聟島沖合

父島ジョン浜沖

父島南島海岸

”初寝浦

母島南崎東高根

南島沖

弟島猫海岸

母島ワント根

”北村鬼岩

昭和５．５．下

５．上

６．１９

６．１１

，下

６．５．２４

４２５

６．５

z１２

Ｚ２９

Ｚ３２７

Ｒ５０

５．１

２

１４．１４

１２．

８．６．１１

Ｚ１９

８．１

１１２．１５

１５．５．４

５．２５

４．１

４．２５

６
４
０
９
６
８
５
８
２
４
５
８
０
４
８
５
４
５

８
８
８
７
５
８
８
７
８
８
５
４
８
７
７
８
７
７

１００

９５

９８

１０４

９５

９４

大正１５

〃１２

年
年
年
年
年
年
年
年
年

８
８
８
７
８
８
８
５
４

１
１

昭和５

〃

６９７

７６

７７

５
２
６

９
８
７

１１６

１０２

９５ 〃

昭和６

〃５

〃

〃

大正１２

〃１５

６
５
５
０
５
０

７
７
７
７
７
７

４
５
９
５
９
５

０
９
９
９
９
９

１

９

二
一
（
９
）
（
ｕ
）
〃
（
叩
》
〃
“
〃
（
、
）
（
叩
）
一
〃
“
〃
（
叩
）

（
】
、
）
『
〃
〃
〃
ラ
〃
〃
”
『
〃
〃
〃
「
”
〃
〃
〃
『
〃
〃
〃

父島天の浦

南島

父島屏風谷

姉島海岸

弟島西海岸

母島平島海岸

５．５

５．５

６．２

７

２５

１４．６．９ 8年 〃６
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Ｂ戦後の事例

、

性
別

Ｉ

体 型
年月日 位置 経過年数 放流年

背甲長 腹甲長 巾 体重

ポンド

５００昭和４５．６．１５

４５．

４４

父島初寝浦

母島

９９

１００

９６

９０
ｏ
Ｔ
〃
〃

４５年 大正１２年

〃

昭和１０年

９吋

４０

Ａ
Ｃ

］

込
由一コ凸

､L=二二壁二２
２月 ５月 ４月 ５月

図１８月別漁獲頭数の変化

（昭和４年～１２年合計）

2）回 帰

ミガメがふ化した場所に回帰するか否か、アオウミガメがふ化した場所に回帰するか否か、大正時代は必ずしも明らかでなかった。さた、

性の成熟年令は何才であるかも明らかでなかったが、神埼（１９２１）は明治１５年（１８８０）か

ら大正１０年（１９２１）蚕での小笠原諸島のアオウミガメの累年漁獲高の消長から回帰年令は満

１２才と予察した。後に標識放流した亀が昭和５年５月上旬初めて父島近海で再捕され、回帰年
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今は８年であることが判った。その後、標識亀が再三捕獲され、いずれも８～１０年前後の亀で

あることからふ化後８～１０年に成熟し回帰することが明らかとなった。また、一度回帰した亀

は毎年産卵に回帰するか否かは明らかでないが、かつて捕獲し背甲に穴をあけロープで結付けた

亀が逃出し、翌年再び捕獲された例や、昭和４５，４４年の筆者らの調査から戦前の標識亀が再

捕されていることが判り、数十年たっても回帰することが明らかとなった（表１５のＢ）。

5）成長

小笠原島庁の飼育と標識放流した再捕記録から成長をみると（図１９）、ふ化直後では背甲長

５．２c加、５ケ月で１０６ｃｍ、１年５ケ月で５４２ｃｍ、２年で４５c〃、６年で９５cjMz、８年で１００ｃ〃、

９年で１０８c〃、１０年で１１０ｃｍに達する。捕獲された最:大型は８才で、１１６ｃｍであった。なお

８年以上あまり成長は見られず、体重が増加するようであった。

ｎＷ

1００

5０

。江の島水族配

ワロｊＱ

年

図１９アオウミガメの成長（背甲長）

4）＝次性徴

個体数を多数扱っていないので正確ではないが、尾部に二次性徴が表われる。即ち曲甲長（背

甲に沿った甲長）７０c加以上の個体では尾長（排泄孔より尾端迄の長さ）は雌では１０c坑内外で

短かく、背甲末端より著しく伸びることはないが、雄では尾長２MiL以上で著しく長く、背甲末

端より著しく伸びるので、雌雄の判別は容易である。また、曲背甲長６０c〃以下の個体では尾長

での雌雄判別はつかない。以上のことから、生物学的最小形は曲背甲長７０c〃前後にあると推定
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される。

5）寿命

ウミガメ類の寿命については年令形質が見当らず、現在までのところ明らかでないが、小笠原
産のアオウミガメの標識放流で得られた結果から、生物学的最小形には満７年で達し、以後４５
年位は明らかに寿命があると推定される。

５今後の増殖と問題点

小笠原諸島のアオウミガメ資源が小笠原諸島の資源集団（群）であるか否か、そして南ミクロネ
シア海域のアオウミガメ資源とは別であるのか、または交流があるのか今のところ判然としない。
ここでは小笠原諸島の単一のカメ資源として問題点を考える。

1）故流効果

①人工ふ化放流事業開始以前（明治時代）

漁獲量の変動に激しく巾がある。このことは来倣量の変動に激しく巾があるといえる。即ち、
多く来源すれば多く漁獲されるからである。仮に小笠原諸島で生れ、広大な海洋に帰る稚亀を
一定量とした場合には海岸における生残率が問題となる。ところが産卵量、ふ化率が一定でな
く、加えて生存率が低いと親亀になって回帰する来滋量、漁獲量は低くなる。生残率が高いし
逆に多くなるわけである。明治時代の漁獲量はこのような関係のもとにあったと推定される。
②人工ふ化放流開始以後（大正、昭和時代）

明治時代に比べて、相対的に漁獲量は減少しているが人工ふ化放流事業が開始されてから
（１８回延１０，７７９頭、年平均５９９頭）、明治時代にみられるような極端な漁獲量の増減は少
なくなっている。即ち、来源量の巾が少なくなったといえよう。そしてこのことは少なくとも

海洋における生残率が低いということを前提として考えてみると放流効果が多少なりともあっ
たと考えてよいであろう。

③標識カメの捕獲

アオウミガメの回帰年令、成長、生物学的最小形が明らかになったばかりでなく、小笠原諸

島の返還後も標識カメが捕獲されたことから、ウミガメの寿命の一部が明らかになった。長寿
と推定されるウミガメが確実に５０余年も生存し、且つ回帰することが確認された。これは標

識放流をした先人の違大な業績であり、今後も継続されなければならない。
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２）問題点

①産卵場の整備

産卵場は数十ケ所あるが、いずれも面積狭院で、且つ砂質が不良である。主産卵場について
は砂中の岩塊、礫等を除去して、更に後背地にゆとりがあれば砂を埋入して産卵場の面積を拡
大することが必要である。

②人工ふ化放流事業の再開

昭和１５年、事業を中止してから２８年間、人工ふ化放流事業は中止された。アメリカの統
治下では卵のjMR保護された。漁獲は帰島をゆるされた－部島民だけで操業されていたので漁
獲努力は少なく、従って漁獲量も少ない。つ室b、自分達の食用分と余分に捕れるとグアムに
輸出する程度であった。海亀が多数来源しているにも拘らず漁獲しなかったの左ら当然自然増
加、資源の回復がみられてよいのだろうが、実際にはあまり増加していないようである。産卵
場の整備と相まって人工ふ化放流事業を一刻も早く開始しなければならない。
今後、好むと好まざるとにかかわらず増加するであろう観光客、特に夏季に集中する観光客

によって主な産卵場は砂浜故に海水浴客と産卵ガメとの競合によりカメの接津回避、産卵中止
等が多くたると思われる。このことは直接では生まれる稚亀の減少となり、ひいては回帰ガメ
の減少を来たすことに左る゜従って、第一手段として、人工ふ化放流事業は交尾期の沖ガメを
洋上で捕獲し、産卵場で飼育して産卵させることが先決であり、また、主左産卵場は立入禁止
区域をつくることが必要である。

③標識放流の改善

（１）標識方法第１回目の標識はエボナイト製で、捕獲者が小笠原で放流したことが判然とし
ている。それ以後では体の一部を傷つける欠刻法を用いた。放流年によって欠刻の位置を変
えたが、年度別の位置が明確さを欠いたので、後に放流年を混乱させた他、欠刻法では外傷
による欠刻と極めて紛らわしい場合が多々ある。従って人工的な欠刻と自然（主として外敵
による外傷）の欠刻とが大変紛らわしい場合が多い。ゆえに、他の標識方法を考慮しなけれ
ばならないと考える。また、捕獲者が捕獲状況を通報できる啓蒙も必要である。

（２）放流地点従来の放流地点は小笠原父島列島からで、その再捕結果から伊豆諸島、宮城沖
に回蝉することが明らかになった。これらはいずれも索餌回源と推定され、これらの海域か
らの回帰が実際にあり得るか否か、更に確認するよう放流地点を伊豆諸島に求めることや、
更に南限回蝉を知るために北部ミクロネシア海域に放流地点を求めることも小笠原諸島のウ
ミガメ資源を知る上で必要である。

④カメ取締規則海域の拡大
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従来の取締り規則は戦前に小笠原海区で設定され、戦後再び戦前にならって復活した。小笠

原海区のウミガメはその未成熟な幼亀時代を主として伊豆諸島海域に来漉し、豊富な天草を餌

として生育する｡各島で捕獲する稚亀の数は年間２００頭前後になるので、カメ取締り規則中幼亀

の捕獲禁止の適用を伊豆諸島海区にも拡げる必要がある。戦前の厳しいカメ取締規則や稚亀の

人工ふ化放流事業の多年に亘る努力も意外とこの索餌海域における無制限な捕獲がその効果を

減少させているかとも想像される。従って小笠原海区で如何に厳しい規制をしてもその索餌海

域で取締規制を行なわないと全く無意味である。
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